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���データを用いた工数予実差と終了日予実差の関連分析

黒崎 章 玉田 春昭 森崎 修司 角田 雅照 松本 健一

概 要

��� ����� �����	�
� ���
��
���で管理され，進

捗管理が行われているプロジェクトに対して，各タス

クの進捗度合いを可視化する方法を提案する．各人の

作業は，���によりタスクという形にまで分類され，

進捗管理のため，タスクごとに工数，終了日が見積も

られる．また，��� ������	 ���
� ����������� に

従い，プロジェクトの進行に伴って，タスクごとに実際

に要した工数，開始日，終了日の実績が記録され，進捗

が管理される．その予定と実績から予実差を求め，散

布図にプロットすることで，各タスクがどのような状

態であったのかを可視化することができる．また，各タ

スクがプロットされた位置に対しての解釈例を示す．

� はじめに

ソフトウェア開発プロジェクトでは，開発を管理す

るためにプロジェクト終了日を始めとしたスケジュー

ル調整及び，投入する工数を見積もることが必要であ

る．また，見積もった予定に対して，実際に行った実

績を計測し，予定と実績を比較することで，今後のプ

ロジェクトの運営に役立てることができる．

一方，��� ����� �����	�
� ���
��
���と呼ばれ

る，プロジェクトの計画段階で，プロジェクトを管理

するために用いられる手法の一つがある．���はプ

ロジェクト全体を細かい作業に分割した構成図のこと

を指す ���．���では，まずプロジェクトの成果物の

細分化を行い，ツリー構造の形で整理する．そして，

構造の葉に当たる部分を構築するために必要なタスク

を割り当てる．こうすることで，タスク単位で，作業

の見積もりや分担，進捗管理，工数管理を行うことが

でき，プロジェクトを効率的に管理することができる．

また，��� ������	 ���
� �����������の考えか

ら，スケジュール，コストの実績を計測し，予測値と

の差異を評価することでより良い管理を行うことがで

きる ���．

本稿では，���で管理されたプロジェクトにおい

て，���の各タスクの工数と終了日それぞれの予定

と実績の関連を分析する手法を提案する．本手法は，

予定と実績の差を二次元平面上にプロットした図に対

して，各タスクの位置に解釈を与えるものである．

� 工数予実差と終了日予実差

���を用いてタスクごとに，工数とそのタスクの

終了日についての予定と実績を計測しているとき，そ

れら予実差の関係を見ることで，プロジェクト全体の

進捗を見ることができる．工数の予実差と終了日の予

実差の散布図を図 �に示す．プロットしているデータ

はサンプルである．

各点は一つのタスクを表しており，そのタスクが行

われた工程ごとにシンボルを変えている．また，図中

にも示すように，右上の第一象限はタスクが予定終了

日から遅れ，かつ予定されていた工数よりも多い工数

を投入したことを表す．同じく，左上の第二象限では，

予定されていた工数を超過したものの，予定終了日前

にタスクが終了したことを表す．左下の第三象限では，

終了日，工数ともに予定を守れたことを示し，右下の

第四象限では，予定終了日よりタスクの終了が遅れた

ものの，工数は予定内に収まったことを表す．

現実世界では，少しでも遅れられない場合や，少々

の遅れであれば許容できる場合も考えられる．そのた

め，図の中央の矩形のように，予実差の許容範囲を定

め，その中にある場合は議論の対象外にすることが考

えられる．

�



図 �� 予実差の可視化の例

� 解釈

この図を用いることで，現状を把握することができ，

さらに，タスクの分割方法，また，開発活動の改善に

ついての議論の足掛かりとすることができる．そのた

めの図の解釈の一例をここに示す．

第一象限 この象限にタスクが含まれるということは，

予定終了日から遅れ，また，工数も予定より多く投入

しているため，全体的にプロジェクトの進行が遅れる

ことが考えられる．プロジェクト計画を見直し，予定の

立て直しや人員配置などを再度決めることが望ましい．

第二象限 この象限に含まれているタスクが多い場合，

予定終了日よりも早く終わっているものの，投入工数

は予定よりも多いタスクが多くなっていることを表す．

原点に近い場合は問題となることは少ないが，横軸，縦

軸どちらかに近い場合は，予定の立て方に不備があっ

たことを表す．

一方，この象限の左上にタスクが多くある場合，根

本的なプロジェクト進行管理を見直す必要があると考

えられる．なぜなら，終了予定日までに日数の余裕が

ありながら，工数が超過していることは，通常行われ

ることはない．しかし，そのようなタスクが存在した

ということは何らかの外的要因があることとなり，そ

れを取り除く必要があるためである．

第三象限 この象限は，予定終了日よりも早く終了し，

さらに投入工数が予定よりも少ないタスクが多いこと

を表しており，見積もりのときに，余裕を持たせすぎ

ていることが考えられる．このような場合，プロジェ

クト計画を見直し，予定の立て直しや人員配置などを

再度決めることが望ましい．

第四象限 この象限にプロットされているタスクは，

予定終了日からは遅れており，工数の超過がないこと

を表す．何らかの原因でそのタスクが待ち状態に入っ

ているものと考えられる．例えば，そのタスクが他の

タスクが終わらないと着手できないタスクであること

が挙げられる．

� おわりに

���データを用いて，工数予実差と終了日予実差

の関連を見る方法を提案した．そして，そこから考え

られる解釈と対応策について述べた．

今後の課題として，より詳しくプロジェクトの現状

を把握する方法について調査する．そのために，タス

クの品質を調査し，投入工数と，終了まで要した期間

の３つの関連を調べる．
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